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カフェテリア横海道北１号塚
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図
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
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■工　事　名　称：（仮称）府中市武蔵台一丁目物流施設計画
■工　事　場　所：東京都府中市武蔵台一丁目１－
■発　注　者：株式会社サンケイビル
■設計・監理：前田建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：前田建設工業株式会社　東京建築支店
■構　　　造：ＲＣ＋Ｓ造
■階　　　数：地上４階
■延　床　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■敷　地　面　積：，．㎡
■工　　　期：年７月１日～年９月日

写真提供：サンケイビル

エントランスホール

倉庫内部 事務所
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

　この度、「SANKEILOGI」シリーズ第４弾となる「SANKEILOGI府中」が竣工しました。
本物件は、シリーズ初のマルチテナント型物流施設です。
　府中エリアは、都心部に近接している一方で、物流施設の供給が少なく希少性の高い立地で
す。当該地は、中央自動車道「国立府中ＩＣ」より約．㎞の距離にあるため、近郊の人口集
積地域だけでなく、都心を含めた広域配送においても高い配送効率を実現します。また、ＪＲ
武蔵野線「北府中」駅から徒歩約分と従業員確保における立地優位性も高いエリアです。
　施設内には共用ラウンジスペースや無人コンビニを設置し、従業員の働きやすさに配慮した
計画としました。また、トラックバース付近にも休憩室、喫煙室、トイレ、荷受け事務所を完
備し、運転手の労働環境にも配慮しています。

　本物件では、大規模な災害が発生した際に、防災活動の拠点として機能することを目指した
自主管理公園を敷地北側に設置いたします。公園にはかまどベンチやマンホールトイレ、災害
対応ベンダーなどを設置するほか、災害用備蓄倉庫を設置し、水や食料、毛布・発電機等を備
えて、有事の際には従業員に限らず近隣の方々にもご利用いただける計画といたしました。
　本物件の敷地内には、中世後期頃に構築され、府中市の遺跡登録を受けている「横海道北１
号塚」が現存しております。今回の開発にあたり、遺跡を保存するとともに一般の方がご見学
いただけるよう公園から遺跡までアプローチできる動線を整備しました。
　本物件で設計・施工を担当した前田建設工業様には、当社の要望に応じたご提案をいただき、
高品質に仕上げていただいたことを深く感謝申し上げます。

　本施設は延床面積約，㎡、地上４階建て、ＲＣ＋Ｓ造のマルチテナント型物流施設です。
トラックバースを１、２階に備え、２階に大型車両が直接乗り入れ可能なランプウェイを擁し
ます。計画地は、中央自動車「国立府中」ＩＣより約．㎞に位置し、都市部への配送、広域
配送、いずれにも望ましい物流適地です。倉庫部分の基本仕様は、各階共床荷重．ｔ／㎡、
有効高さ．ｍ、倉庫内照度Lx以上とし、荷物用ＥＶ（．ｔ）計４基、垂直搬送機（．
ｔ）計４基を設置し、さまざまな物流ニーズに対応しうる汎用性を持たせています。

　本敷地中央部には府中市の文化財である塚（横海道北１号塚）があり、これを保存活用しな
がらの施設計画が求められました。また敷地北側に、有事の際の防災拠点として機能する自主
管理公園を配置し、公園から塚への一体空間をデザインし、地域公益に配慮した計画としてい
ます。建物・ランプと空地の配置および車両動線のさまざまな検討により、物流性能、文化財
保存、地域公益を兼ね備えた施設計画を実現しました。
　外装材は金属サンドイッチパネルを採用、配色を大地から空へ拡散していくイメージとし、
建設地の古来よりの歴史的文脈の積層が、本施設が生み出す新たな物流による未来へ昇華して
いくイメージをデザインに落とし込みました。内装は大地や木材等の自然を想起する素材を中
心に選定し落ち着いた印象でありながら開放感を感じられる来訪者を迎える豊かな空間を目指
しました。４階にはカフェテリアを擁し物流倉庫の休憩室としてふさわしいインダストリアル
で開放的な空間とし床レベル、家具配置を調整し視線を操作することで利用シーンに応じたさ
まざまな特徴を持つ憩いの場を生み出しています。さまざまな敷地条件、課題に向き合いなが
ら、発注者様、施工者、協力業者様、皆様のご尽力により、この地ならではの唯一無二の物流
施設の完成に至ることができました。この場を借りて深く御礼申し上げます。

前田建設工業株式会社　建築事業本部　建築設計第１部　設計第２グループ　小野晋平

竣工SANKEILOGI府中


